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相 転 移 研 究 会 雑 感
高 野 文 彦 (宋教大腰 )
研究会か ら学会 と ,2週間ばか りの旅 行か ら帰 り ,その疲れもようや くな
くな-jた頃 ,世話人 の方からの連絡で何 かかけといわれる乃 も う大分 日も経
っていて記憶 も新鮮 さを失ってい るので ,どんなことになるかは分らなかっ
たが ,研究会ではサボって報告 もしなかった罰 と思ってお引き受けし ,ペ ン
を とった次第であるO
研究会の運蛍 と一い うもの は .非 常㌢こむつか しいもので ,やや もすると研究
報告の羅列にとどま り ,年会での 10分講演が 5ur'分詩境になっただ けとい
うことにな りかねないo またこれを避けようと して出席者を充当に興 味の一
致 した小人数に限れば ,フンイ気はた しかによ くなるであろうが ,会が閉鎖
的にな り , pubHcとい うよりは privateなものに近 くなってしまいそう
であるO頗想はこの両者の中間であろうが ,人によって好みもちが うこと故 ,
万人の満足をうる とい うことは不可能であるE, まあ多 くの人が ,今度g)研究
会はよかったと思 うような らば世話人 と.しては満足すべ きであ ろうと想像 さ
れる,つまり世話人 としては ,出席者がどの位満足 したかを知 りた くてこの
文章をかかせていると信じ ,それに対す る答になるよう!,p-Lか くつも りであるO.
相転移の問題は (1次 ,2次をとわず ),古 くか ら統計力学の分野七の主
流であったが ,ここ数年 問はど うした ことか影が うす くな り ,いわゆる物性 .
基提論的な研究が盛んであった亡､ 6月 とそれにつづ く今回{_73研究会は , リバ
イバjL/ムー ドにのったとい うのではな く , 言葉は同じ相転移でも ,内容は大
分昔 とちがっている感 じをうげろ o つま り相転移 の特殊性を物性基礎論的に
眺めてみ ようとい うような感 じであるE,
具体 的にい うと,今回発表 された研究の うち ,大部分はdynamicな とり
扱かいであ り,これ らは昔には余 り見られなかった問題であるo staticな
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問題を とり抜かったものは ,阿部 ,小口 ,桂 5氏のものがあるが ,阿部氏の
は不純物の効果の研究であ り,小 口氏のも相転移の本質をつかんだなるべ く
簡単なとり汲かいを求めるものであ り ,桂氏のもいわば多体問題的な考え方
から出発 し七いるわけで ,いずれも昔流の相転移の研究とはちが う立場にた
っているものと思 うEiもちろん昔流の問題が価値がないわけではな㍗,それ
はそれ として価値はあるのだが ,そういう昔の研究成果をひろ く応用して行
こうとい う方向にあるともいえそうであるO
さて今研究会の主流は何 といっても dynamicな問題で ,これについては
物蔑学会 誌に森氏の解説がのっているから詳 し くはいわないが ,要するに輸
送係数の転移点における異 常性の問題であるn こうい う問責遍は相転移をおこ
す物質については必ず現われるものであ り ,従って現象としては正に千差万
別 とい う感 じがする位 'varietyにとんでいる,.この こ,とは発表 された研
究の題 目をみても ,すぐtj分ることであろ うOまた方法 白線を,こもいろいろあ
り,森 ,谷両氏の relaxation functionの方法 ,菊池 ,西川 ,松原氏な
どの kinematicな方法 ,富田氏 ,田中氏のようにダ リーン函数を用い る方法
等が紹介 され ,それぞれに成果をあげているようであるo また ,オーソ ドッ
クスな問題 として万成氏の計算もあるL,新 しい問題 として ,金氏のあげられ
たような現象も ,非常に興味をひかれるO
このような問題 の大部分は ,いわば慎二撃は分って居 り,問題はいかにして
計算を進めるかにあり ,かつての超伝導現象のような原理的なものでない こ
とはた しかで ,その点野心をもって挑戦するといった問題ではない｡ しかし ,
問題 白線が広い varietyをもち ,方法も種 々あるということは ,面白い現
象の出て来る可能性もあ り ,かな りの興味をひくものといってよいE, 今回の
ような研究会で ,現状をつかみ ,将来どのような ことをすればよ･いかをつか
むことは ,非 常に有意義のことと思われ るo 実際に こういう成果があったか
どうかは ,人によることであ り ,また今后の勉強のしかたにもよるわけであ
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るが ,少 くとも自分にとってほ有意義な研究会であったと思われる｡ この点I.
世話人の方 々には御礼を申し上げたいO
大分お世辞めいてしまったが ,こんな ことで'(役 目を果 したかどうか は分
らないが )勘弁 して頂 くことにしたいt,
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